
術後当日

1日前 1日後 2日後 3日後 4日後 5日後

術前 術後

■バイタルサインが安定する
ドレーンより出血、エアリークがない
創痛、苦痛がない
呼吸困難がない

放射線

レントゲン検査があります レントゲン検査があります レントゲン検査があります レントゲン検査があります

検体検査

採血検査があります 採血検査があります 採血検査があります

寝る前に下剤を内服して下さい 服薬指導があります 医師の指示により内服を再開します

手術室持参 ロキソニン、ムコスタ

服用している薬の確認をします 服用している薬の確認をします 服用している薬の確認をします

注射
点滴を行います 点滴があります

手術

異常時指示 異常時指示 異常時指示 異常時指示 異常時指示 異常時指示 異常時指示 異常時指示

術後疼痛指示 術後疼痛指示 術後疼痛指示 術後疼痛指示 術後疼痛指示 術後疼痛指示

医師の指示により食べたりでき
ません
飲むことはできます

昼より全粥が出ます 食事の制限はありません

回診後から水分が取れます

１日2回体温や血圧などを測りま
す

１日2回体温や血圧などを測り
ます

全身麻酔後のため時間毎にバイタルを測定し
ます

１日３回体温や血圧などを測ります １日２回体温や血圧などを測ります １日２回体温や血圧などを測ります １日２回体温や血圧などを測ります １日２回体温や血圧などを測ります

観察項目 観察項目 観察項目 観察項目 観察項目 観察項目 観察項目 観察項目

観察項目 観察項目

マーキング マーキング 医師の指示まで酸素吸入します 医師の指示まで酸素吸入します 医師の指示まで酸素吸入します 医師の指示まで酸素吸入します

体重測定 体重測定 体重測定 体重測定 体重測定 体重測定 体重測定 体重測定

午後の手術のときは、回診時点
滴をさします

午後の手術のときは、回診時点
滴をさします

心電図モニターを装着します 心電図モニターを装着します 心電図モニターを装着します 心電図モニターを装着します

SpO2測定 SpO2測定 SpO2測定 SpO2測定 SpO2測定 SpO2測定 SpO2測定 SpO2測定

弾性ストッキング（20歳以上） ドレーン留置中 ドレーン留置中 ドレーン留置中 ドレーン留置中

血栓予防のため両足に器械を装着
します

血栓予防のため両足に器械を装着
します

管を抜きます 管を抜きます

尿量測定 尿量測定 背中の管を抜きます 背中の管を抜きます

術後創傷処置 術後創傷処置 術後創傷処置 術後創傷処置 術後創傷処置

入浴はできませんがシャワー浴
は可能です。浴室の使用方法は
説明いたします。

ベッド上安静のため、ベッドから起き上がり
できません。ベッド上安静で、体の向きは自
由に変えられます。

医師の回診後歩行が可能になります。 医師の回診後歩行が可能になります。 医師の回診後歩行が可能になります。 医師の回診後歩行が可能になります。 医師の回診後歩行が可能になりま
す。

術前の処置などの説明がありま
す

入浴・シャワー浴はできません
看護師が身体を拭くタオルをお持ちします介
助が必要な方は看護師が拭きます

入浴・シャワー浴はできません
看護師が身体を拭くタオルをお持ちします
介助が必要な方は看護師が拭きます

入浴・シャワー浴はできません
看護師が身体を拭くタオルをお持ちし
ます
介助が必要な方は看護師が拭きます

入浴はできませんがシャワー浴は可能
です
浴室の使用方法は説明いたします

入浴はできませんがシャワー浴は可能
です
浴室の使用方法は説明いたします

入浴はできませんがシャワー浴は可
能です
浴室の使用方法は説明いたします

チーム医
療

退院支援

退院に関する支援をさせてもら
います。

入院時医師からの説明がありま
す

入院時看護師から入院中経過な
どの説明があります

転倒転落
転倒・転落の評価をします

褥瘡管理
褥瘡の評価をおこないます

その他

入院時に診療計画書をお渡しし
ます

退院後の療養計画書をお渡しします

医師からの説明後、同意書にサ
インをいただきます

その他

その他

バイタル

ステップ名称 術前

■手術の必要性が理解できる。

処置

看護

教育指導

医療安全

文書

投薬

■手術の必要性が理解できる。

異常時指
示

食事

基準日

■手術の必要性が理解できる
検査・処置が理解できる

■バイタルサインが安定する
ドレーンより出血、エアリークがない.
創痛、苦痛がない
呼吸困難がない

目標

検査

胸腔鏡下肺嚢胞切除術Ver.3

■手術の侵襲から早期に回復する
バイタルサインが安定する
ドレーンより出血、エアリークがない
創痛、苦痛がない
呼吸困難がない

■手術の必要性が理解できる
検査・処置が理解できる

■術後合併症を起こすことなく、退院を迎えることができる
退院後の生活の不安がない

術後 術後


